
（第三種郵便物認可） （５、15、25日発行）大阪歯科保険医新聞 2007年4月25日 （８）
０
７
年

10月
か
ら
は
小
学
１

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
寝

屋
川
市
で
も
２
０
０
７
年
度

か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
さ

れ
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
た
。

吹
田
市
、
泉
大
津
市
で
は
協

会
の
要
請
に
答
え
２
０
０
７

年
３
月
議
会
で
、
国
の
制
度

と
し
て
小
学
校
就
学
前
の
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度
創

設
を
求
め
る
意
見
書
が
採
択

さ
れ
た
。

国
保
で
は
、
茨
木
市
で
２

０
０
７
年
度
か
ら
保
険
料
の

引
き
下
げ
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
同
市
は
、
新
年

度
か
ら
保
険
料
限
度
額
（

53

万
円
）
を
据
え
置
く
一
方
、

所
得
割
は
８
・

71％
か
ら
８

・

26％
に
、
応
益
負
担
（
平

等
割
・
均
等
割
）
は
計
１
８

０
０
円
引
き
下
げ
る
方
針
を

示
し
た
。

市
町
村
に
向
け
た
運
動
で

は
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
を
中
心
に
大
阪
社
保
協
と

の
連
携
を
強
め
て
き
た
。
大

阪
社
保
協
は
小
山
榮
三
相
談

役
・
理
事
が
常
任
幹
事
を
、

地
域
社
保
協
で
は
、
伊
津
進

弘
理
事
長
（
八
尾
社
保

協
）、
貴
島
正
彦
副
理
事
長

（
東
大
阪
社
保
協
）、
小
澤
力

理
事
（
西
成
区
社
保
協
）、

有
地
正
北
河
内
地
区
責
任
者

（
枚
方
社
保
協
）
が
そ
れ
ぞ

れ
会
長
を
務
め
て
き
た
。

（
３
）地
域
住
民
の
健

康
を
守
り
医
院
の
活

性
化
に
向
け
た
活
動

地
区
組
織
が
各
地
で
住
民

健
診
や
健
康
教
室
を
開
催
し

た
。
２
年
間
で
合
計

28カ
所

で
開
催
、
２
２
０
０
人
と
対

話
し
、
歯
の
健
康
の
大
切
さ

を
啓
発
し
歯
科
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
勧
め
た
。

３

�医
療
技
術
の
研
鑚
と
経
営
を
ま

も
り
、
医
院
の
活
性
化
を
め
ざ
す

（
１
）臨
床
研
究
会
、

社
保
講
習
会
、
税
務

と
経
営
や
新
規
開
業

医
講
習
会
、
各
種
相

談
活
動

運
動
と
並
行
し
て
会
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
重
視
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
電
話

で
の
社
保
相
談
を
は
じ
め
、

医
院
経
営
を
ま
も
り
医
院
活

性
化
の
一
環
と
し
て
の
臨
床

や
社
保
、
経
営
講
習
会
を
頻

繁
に
開
催
し
た
。
２
０
０
５

年
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
１

０
８
回
の
講
習
会
を
開
き
、

合
計
７
５
５
４
人
が
参
加
し

て
い
る
。
講
習
会
活
動
は
、

①
毎
月
定
期
的
に
開
催
す
る

臨
床
・
生
涯
研
修
講
座
②
点

数
説
明
会
を
は
じ
め
と
す
る

社
保
講
習
会
③
地
区
組
織
単

独
や
地
区
と

専
門

部
が
連
携

し
て
開
く
講
習
会

に
大

別
さ
れ
る
が
、
地
区

主
催
の

も
の
と
地
区
と
連
携
し
た
取

り
組

み
が

多
い
の
が
大
阪
の

特
徴
と
い
え
る
。

税
務

調
査
や
医
療
事

故
な

ど
の
相
談
や

立
ち
会
い
活
動

が
増
加
し
た
の
も

特
徴
的

だ
っ
た
。

２
０
０

６
年

改
定
に
あ
っ

て
は
説
明
会
を
中

央
２
回
と

12地
区
す

べ
て
で
開
催
、

二

次
説
明
会
も
４
回
開
催
し
、

参
加
者
は
３
４
０
０
人
に

な
っ
た
。

（
２
）保
団
連
医
療
研

究
集
会
の
成
功

２
０
０
５
年

10月
に
大
阪

医
科
・
歯
科
が

主
務
協
会
と

し
て
取
り
組
ん

だ
保

団
連

第

20回
医
療
研

究
集
会
は

過
去

最
高
の
１
３

９
１
人
が
参
加

し
、成

功
裏
に

終
え
た
。医
科

・
歯
科
の
協
力
し
た
取
り
組

み
は
２
０
０
７
年

６
月

10日

に
開
催
す
る

日
常
診
療
経

験

交
流
会
へ
と
続
い
て
い
る
。

（
３
）協
会
活
動
を
前

進
さ
せ
る
情
報
発
信

協
会
の

「
大
阪
歯
科
保
険

医
新

聞
」
は
月
３
回
発
行
に

よ
り
、

迅
速
・

豊
富
・

身
近

で
役
に

立
つ
新

聞
と
し
て
大

阪
歯
科

界
の

リ
ー

ド
役
と
し

て
情

報
を
発

信
し
て
き
た
。

２
０
０

６
年
１
月
に

通
巻

９

０
０

号
を

達
成
し
て
い
る
。

２
０
０

６
年
の
診
療

報
酬

改
定
に
あ
た
っ
て

「
歯
科
診

療
報

酬
改
定
の
要
点
と

解

説
」「
歯
科
点
数

早
見

表
」

「
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
」

を
発
行
し
、
会
員
に

迅
速
・

正
確
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、

中
身
の

よ
く

分
か
る

情
報
を

提
供
し
、

好
評
を

博
し
た
。

協
会

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
も
診

療
報

酬
改
定
や
医
療
制
度

改

革
を
中
心
に

随
時

情
報
を

提

供
し
た
。
２
０
０

６
年
の
診

療
報

酬
改
定

時
期
の

ア
ク

セ

ス
数
は
３
月
が
３

９
８
４
、

４
月
は
５
４

９
０
で
、
４
月

は
１

日
の

最
大

ア
ク

セ
ス
が

４
９
３
を
数
え
た
。

公
費
医
療
制
度
の
取
り

扱

い
な
ど
を
ま
と
め
た
加

除
式

の
「

公
費
医
療
・
請
求
の

手

引
き

」
を
発
行
し
た
。「

ア

シ
ス

タ
ン
ト
の
た
め
の
歯
科

保
険
診
療

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」

は
２
０
０
７
年
４
月
発
行
の

準
備
を
進
め
た
。「
新

規
開

業
マ

ッ
プ

」
も

改
定

版
を
発

行
し
た
。「
医
院
新

聞
」
は

患
者
と
の

信
頼
関

係
を

深

め
、

親
し
ま
れ
る
歯
科
医
院

づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
る
。

大
阪
歯
科
協
会
が

編
集
し
た

「
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
」

「
ア

シ
ス

タ
ン
ト
の
た
め
の

歯
科
保
険
診
療

ハ
ン

ド
ブ

ッ

ク
」
は
保

団
連

版
と
し
て

全

国
で
活

用
さ
れ
た
。

（
４
）年
金
、休
保
、グ

ル
ー
プ
保
険
、
融
資

制
度
の
保
全
と
拡
充

ラ
イ

フ
プ
ラ
ン

ニ
ン

グ
に

最
適
な

「
保
険
医
年

金
」
と

休
ん

だ
時
の

「
休

業
保

障
」

は
協
会
・
保

団
連

独
自
に
開

発
し
た

共
済
制
度
で
そ
の

優

位
性
は

他
に

類
を
見
な
い
。

こ
の

共
済
制
度
を
民
間
保
険

商
品
と
同

様
に

規
制
す

べ
き

だ
と
す
る

「
保
険

業
法

改

定
」

施
行
に
あ
た
っ
て
は
、

制
度
保

全
の
た
め
に

「
適

用

除
外

」
運
動
を

展
開
し
て
き

た
。
２
０
０
７
年
３
月
に
は

大
阪
の

共
済
実

施
団
体
と
と

も
に

「
共

済
の

今
日
と

未
来

を
考
え
る
大
阪

懇
話
会

」
を

発
足
さ

せ
た
。
引
き

続
き

共

済
実

施
団
体
と
の
連
携
を
強

め
る
と
と
も
に
、

適
用

除
外

運
動
と
制
度
保

全
対

策
を
進

め
る
。

（
５
）会
員
の
親
睦
を

深
め
る
活
動

鱧
ツ

ア
ー
、

ク
エ

ツ
ア

ー
、
引
き

網
漁
と

海
鮮
バ
ー

べ
キ

ュ
ー
な
ど
会
員
相

互
の

親
睦
を

深
め
る

多
彩
な
行
事

を
企

画
し
た
。

４

�医
科
・
歯
科
１
万
人
会
員
の
協
会
を

つ
く
り
、
地
区
活
動
を
活
性
化
す
る

（
１
）医
科
・
歯
科
１

万
人
会
員
を
め
ざ
す

取
り
組
み

２
０
０
５
年
４
月
か
ら
２

０
０
７
年
３
月

末
ま
で
の
２

年
間
に
２
３
１
人
の

入
会
者

を
迎
え
た
。

退
会
者
は
２
年

間
に
１
３
７
人
で
実

増

94人

と
な
っ
た
。
２
０
０
３
・
２

０
０
４
年
度

比
（

入
会
者
２

４
１
人
、

退
会
者
１

６
０

人
、
実

増

81人
）
で

入
会

比

96％
、

退
会

比

86％
、
実

増

比
１
１

６
％

だ
っ
た
。
保

団

連
の
２
０
０
５
年
度
年
間
歯

科
会
員

増
加
数
は

全
国

第
２

位
と
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
３
月

末
時
点

の
現

勢
は
歯
科
３

６
８
３

人
、
医
科

６
２
５
７
人
で
合

計
９

９
４
０
人
と
な
っ
た
。

（
２
）地
区
講
習
会
、

役
員
会
の
定
例
化
な

ど
地
区
活
動
の
活
性

化地
区
活
動
で
、
講
習
会

以

外
で
大
阪
が
重
視
し
て
い
る

の
が
、
地
区
組
織
が

軸
と
な

っ
た
歯
科
健
診
・
健
康
教
室

活
動
で
、
２
年
間
で

28回
開

催
し
た
。
歯
科
医

師
が
住
民

と
直

接
対
話
し
、
医
療

改
善

へ
の
協
力
を

訴
え
、

口
腔
の

健
康
啓
発
を
行
い
、
歯
科
医

院
へ
の
受
診
を

う
な
が
し

た
。協
会
は
、
会
員
同
士
の
身

近
な
活
動
の

場
、会
員
要
求

を
反

映
す
る

場
と
し
て
地
区

組
織
を

位
置

付
け
て
い
る
。

会
員

50人
に
１
人
の
割
合
で

評
議
員
を

選
出
し
、

評
議
員

会
で
活
動
を

交
流
し
協
会
方

針
を
確
認
し
た
。

（
３
）
若
手
、
女
性
医

師
、
勤
務
医
の
活
動

若
手
理
事
、
事
務

局
が
保

団
連

若
手

懇
談
会
に
参
加

し
、

他
協
会
の

若
手
・

勤
務

医
会
員
と
の

交
流
を

深
め
た

（
２
０
０
５
年

10月

29～

30

日
・

鹿
児
島
、
２
０
０

６
年

９
月

17～

18日
・

広
島
）。

女
性
医

師
・
歯
科
医

師
の
会

へ
は

女
性
組
織

部
員
を

世
話

人
と
し
、
医
科
と
連
携
し
な

が
ら
定

例
の

世
話
人
会
、

「
女
性
の
生
き
方
を
見

つ
め

る
講
習
会

」「
大
阪

ウ
ォ

ッ

チ
ン

グ
」「

余
技

展
」
な
ど

に
取
り
組
ん

だ
。

５

�小
泉「
構
造
改
革
・
改
憲
」の
道

か
ら
「
社
会
保
障
と
平
和
を
基
盤

と
す
る
国
づ
く
り
」
へ

反
核
平

和
の
活
動
で
は
、

井
上

ひ
さ
し

氏
、
大

江
健
三

郎
氏
な
ど

９
人
が

「
九

条
の

会
」

ア
ピ
ー

ル
を
発

表
し
、

賛
同
者
を

ひ
ろ
げ
る
活
動
が

全
国
的
な

広
が
り
を
見

せ
て

い
る
。
協
会
は

「
お

お
さ
か

医
科
・
歯
科

九
条
の
会

」
を

支
援
し
、
２
０
０

６
年
２
月

26日
に
設

立
さ
れ
た
。

憲
法

25条
の
社
会
保

障
拡

充
と

９

条
の
平

和
を

表
裏
一
体
の
も

の
と
し
て
、
会
員

お
よ

び
歯

科
医
療

従
事
者
、

患
者
に

訴

え
て
き
た
。
２
０
０

６
年

11

月
23日

に
は

作
家
の
小
田
実

氏
を

招
い
た
講

演
会
を
開
催

し
た
。
２
０
０
７
年
３
月

21

日
に
は

結
成
１

周
年
を

記
念

し
伊

藤
真

氏
を

招
い
た
講

演

会
を
開
催
し
た
。
現

在
、
３

０
０
人
を

超
え
る
歯
科
医

師

が
賛
同
を

寄
せ
て
い
る
。

６

�協
会
の
執
行
体
制
の
強
化

協
会
の

執
行
機
関
で
あ
る

理
事
会
の
機

能
強
化
を

図

り
、

総
会
の
方
針
・
重
点

課

題
を

推
進
す
る
こ
と
に

努
め

て
き
た
。

評
議
員
会
、

専
門

部
会
と
理
事
会
の

交
流
と
研

修
会
を

企
画
し
、
２
月
に

移

動
理
事
会
、
役
員
一

泊
学
習

会
、
８
月
に

夏
季

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し
た
。
ま
た
、
理
事

会
後
に
は

政
策
学
習
会
を
開

催
し
て

時
局

問
題
の
学
習
を

強
め
た
。

保
団
連
の

専
門

部
会
に
役

員
・
事
務

局
を

派
遣
し
て

全

国
的
視

野
で
活
動
に
参
加
し

た
。
保

団
連

夏
季

セ
ミ

ナ
ー

や
各

種
研
修
会
に
も

積
極
的

に
参
加
し
た
。

開催日 テーマ 参加数 講師名（敬称略）

４月１日 診療報酬06改定 点数説明会 50 社保研究部・政策部講師団

４月１日 診療報酬06改定 点数説明会 253 社保研究部・政策部講師団

４月１日 診療報酬06改定 点数説明会 56 社保研究部・政策部講師団

４月８日 診療報酬06改定 点数説明会 81 社保研究部・政策部講師団

４月８日 診療報酬06改定 点数説明会 90 社保研究部・政策部講師団

４月15日 診療報酬06改定 点数説明会 51 社保研究部・政策部講師団

４月15日 診療報酬06改定 点数説明会 111 社保研究部・政策部講師団

４月21日 南部地区二次点数説明会 58 社保研究部講師団

４月28日 東大阪八尾柏原地区説明会パートⅡ 26 社保研究部講師団

５月20日 診療報酬改定二次説明会 131 社保研究部講師団

５月21日 診療報酬改定二次説明会 47 社保研究部講師団

５月21日 細菌検査と抗菌療法 90 河野寛二（奈良県生駒郡開業）

５月21日 接遇マナー 31 西出知子（ＪＡＬウェイズインストラクター）

５月28日 医院経営に必要な「共感マネジメント」を展開するには 20 松本修一（Vマネジメント代表）

６月４日 新人スタッフ総合講座 55 西田淑子（日本販売企画）

６月11日 歯内療法成功へのカギ 50 木ノ本喜史（吹田市開業、大阪大学招へい教員）

６月18日 審美性に配慮した歯周基本治療から外科処置まで 104 小方頼昌（日本大学松戸歯科歯周病学教授）

６月25日 糖尿病―成因と病態の解明を目指して 37 清野裕（関西電力病院院長）

７月１日 社保講習会 18 社保研究部講師団

７月16日 全身から見た最新の歯科治療 61 小峰一雄（埼玉県比企郡開業、明海大学講師）

７月23日 行動変容を生む患者アプローチ 24 藤崎和彦（岐阜大学医学部医学教育開発研究センター）

７月23日 第１回社保講習会 65 社保研究部講師団

７月23日 新規開業医講習会 32 桂好志郎（社労士）、社保研究部講師団

８月20日 最近の救急蘇生法講習について 45 佐久間泰司（大阪歯科大学歯科麻酔学助教授）

８月26日 第2回社保講習会 50 社保研究部講師団

８月27日 サマーセミナー「構造改革と日本」 37 石川康宏（神戸女学院大学教授）

９月10日 厳しい状況下での雇用管理のポイント 6 桂好志郎（社労士）

９月16日 第3回社保講習会 63 社保研究部講師団

９月30日 開業歯科医が知っておきたい最新内科ガイドラインのつぼ 23 戸堂耕造（阪南市立病院歯科口腔外科医長）

10月８日 歯科医院における偶発症の予防と救命処置 28 桐田忠昭（奈良県立医科大学口腔外科学講座教授）

2006年度の講習会開催状況（2006年４月１日～2007年3月31日）
開催日 テーマ 参加数 講師名（敬称略）

10月９日 歯科医療における持続的発展の要件 20 松谷正俊（税理士）

10月14日 これからのレーザー治療 31 寺嶋洋幸（西成区開業）

10月15日 判例からみる歯科医療過誤訴訟 40 若松陽子（関西大学法科大学院教授、弁護士）

10月21日 歯科における病診連携と救急疾患 13 柚木大和（八尾総合病院歯科口腔外科部長）

10月28日 アシスタントのためのバキュームテクニック 13 冨本昌之（港区開業）

10月29日 骨粗鬆症と歯科治療－アンチエイジングの心得－ 17 高石佳知（姫路市開業）

11月18日 最新の保険解釈と保険外併用療養費について 15 社保研究部講師団

11月18日 これからのレーザー治療 13 寺嶋洋幸（西成区開業）

11月19日 循環器疾患患者の歯科治療時の問題点と対象法 66 古郷幹彦（大阪大学大学院教授）、西田和彦（同助手）

11月26日 歯科医院の発展方策を探る 78 佐飛淳一（税理士）

12月10日 アシスタントのための印象材練和実習 38 岩崎小百合（臨床学会部員）

12月17日 口腔に現れるウィルス性感染症 92 由良義明（大阪大学大学院歯学研究科教授）

１月14日 新規開業医講習会 39 経税部・社保研究部講師団

１月21日 摂食嚥下の基礎知識－在宅神経難病患者の実際を含めて－ 45 土山雅人（西宮市開業・神経内科医師）

１月27日 第１回社保講習会 72 社保研究部講師団

２月３日 インプラント治療におけるCTによる診断 23 十河基文（大阪大学歯学部招聘教員）

２月10日 安倍政権下の社会保障と医療 42 二宮厚美（神戸大学教授）

２月17日 心肺蘇生とAED（自動対外式除細動器）の使用について 19 浪速消防署

２月18日 摂食嚥下障害の訓練と口腔ケア 51 田上恵美子（刀根山病院勤務、言語聴覚士）

２月24日 税理士任せにしない確定申告のポイント 25 西村博史（税理士）

２月24日 インプラントの病診連携 15 末松基生（松原徳洲会病院歯科口腔外科部長）

２月24日 第２回社保講習会 57 社保研究部講師団

２月24日 歯科医院経営の発展方策を探る 15 松谷正俊（税理士）

２月25日 ミニマルインターベーションに基づく修復治療の最先端 104 南昌宏（北区開業）

３月17日 病診連携と病院歯科の役割 11 占部一彦（八尾徳洲会総合病院歯科口腔外科医長）

３月18日 世界の予防歯科、日本の予防歯科 40 神原正樹（大阪歯科大学口腔衛生学講座教授）

３月18日 骨の知識を歯に生かす－歯と骨を含めた硬組織の再生－ 25 米田俊之（大阪大学大学院歯学研究科生化学講座教授）

３月24日 口腔内軟組織疾患の診断と処置 25 大前政利（りんくう総合医療センター歯科口腔外科部長）

３月25日 社保講習会－４月からの変更点にも触れて－ 21 社保研究部講師団

３月25日 あなどれない高血圧症－診療前に医科との連携を 20 高本英司（医師、城東区開業）

３月31日 第３回社保講習会 71 社保研究部講師団

2006年度参加者合計 2907



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /FRA <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFc5c5bb34c6a90020bb38c11cb97c0020ac80d1a0d558ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020c801d569d55c00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c9002540875284e8e55464e1a65876863ff0c53ef4ee553ef9760573067e5770b548c6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef69069752865bc6aa28996548c521753705546696d65874ef63002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d330b830cd30b9658766f8306e8868793a304a3088307353705237306b90693057305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




